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申込時の必要事項 ①応募内容②〒住所③氏名（フリガナ）④☎・FAX ※往復はがきの場合は返信先も記入 申込時の必要事項 ①応募内容②〒住所③氏名（フリガナ）④☎・FAX ※往復はがきの場合は返信先も記入

せ
ん
だ
い
豊
齢
学
園
生
募
集
　 

　
共
に
学
び
、
考
え
る
生
涯
学
習
の

場
で
す
。
仲
間
と
一
緒
に
知
識
を
習

得
し
ま
せ
ん
か
。

◦
会
場‖

シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
ほ
か

◦
対
象‖

市
内
に
お
住
ま
い
の
お
お

む
ね
50
歳
以
上
の
方
各
70
人
（
う
ち

東
日
本
大
震
災
に
起
因
す
る
事
由
に

よ
り
市
内
仮
設
住
宅
等
に
入
居
す
る

方
の
優
先
枠
各
10
人
）〔
抽
選
〕　
◦

費
用‖

年
額
各
２
万
円
（
優
先
枠
入

学
者
は
無
料
）。
他
に
教
材
費
な
ど

の
実
費
負
担
あ
り　
申
シ
ル
バ
ー
セ

ン
タ
ー
、
市
役
所
本
庁
舎
１
階
市
民

の
へ
や
、
区
役
所
総
合
案
内
な
ど
で

配
布
す
る
入
学
願
書
で
３
月
31
日
ま

で
に　
申
・
問
せ
ん
だ
い
豊
齢
学
園

事
務
局
（
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
215
・
３
１
２
９

男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

の
年
間
予
約
希
望
団
体
を
募
集

し
ま
す

　
生
き
づ
ら
さ
を
分
か
ち
合
い
、
生

き
る
力
の
回
復
を
目
指
す
会
合
「
自

助
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
開
く
た
め
に
、

エ
ル
・
パ
ー
ク
仙
台
、
エ
ル
・
ソ
ー

ラ
仙
台
の
有
料
の
貸
室
の
年
間
予
約

を
希
望
す
る
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

◦
利
用
期
間‖

４
月
１
日
㈬
～
平
成

28
年
３
月
31
日
㈭　
◦
対
象‖

次
の

全
て
の
項
目
を
目
指
す
自
助
団
体
①

市
内
を
拠
点
に
男
女
共
同
参
画
を
推

進
し
、
男
女
平
等
の
ま
ち
の
実
現
に

向
け
て
活
動
す
る
②
男
女
共
同
参
画

に
関
す
る
課
題
の
解
決
に
つ
な
が
る

内
容
で
、
通
年
開
催
す
る
③
新
し
い

メ
ン
バ
ー
の
受
け
入
れ
が
可
能　
◦

会
場
使
用
料
は
負
担
し
て
い
た
だ
き

ま
す　
◦
詳
し
く
は
、
２
月
13
日
か

ら
エ
ル
・
パ
ー
ク
仙
台
、
エ
ル
・
ソ

ー
ラ
仙
台
で
配
布
す
る
募
集
要
項
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い　
申
募
集
要
項
の
申
込
書

で
３
月
10
日
ま
で
に　
問
エ
ル
・
ソ

ー
ラ
仙
台
☎
268
・
8
0
4
1

「
グ
リ
ー
ン
・
パ
ル
」
会
員
募
集

　
仙
台
市
中
小
企
業
勤
労
者
福
祉
推

進
事
業
（
グ
リ
ー
ン
・
パ
ル
事
業
）

の
会
員
に
な
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
福

利
厚
生
事
業
が
利
用
で
き
ま
す
。

◦
加
入
資
格‖

資
本
金
３
億
円
以
下

ま
た
は
従
業
員
300
人
以
下
の
市
内
の

事
業
所
の
事
業
主
お
よ
び
従
業
員　

◦
事
業‖

慶
弔
共
済
金
の
給
付
、
宿

泊
施
設
・
人
間
ド
ッ
ク
の
利
用
助
成
、

会
員
交
流
会
、
フ
ル
ー
ツ
狩
り
等
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
、
融
資
の
あ
っ
せ
ん

な
ど　
◦
会
費‖

１
人
当
た
り
入
会

金
200
円
、
月
会
費
500
円　
◦
申
し
込

み
方
法
等
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

い
た
だ
く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhtt

p://w
w
w
.greenpal.or.jp/

を

ご
覧
く
だ
さ
い　
問
仙
台
ひ
と
・
ま

ち
交
流
財
団
☎
214
･
1
3
7
3

国連防災世界会議関連情報

東日本大震災総合フォーラム
　日本政府および第３回国連防災世界会議仙台開催実行
委員会主催の公開討論会です。一般の方も参加できます。

日時 公開討論会名（主催） 定員

3/14
㈯

13:30～
15:00

我が国がこれまで経験した災害とその経験を
踏まえた防災対策の取り組み（内閣府）

各
300人

〔抽選〕

15:30～
17:30

地震、津波、土砂災害等における消防団、
地域住民の役割（消防庁）

3/15
㈰

10:00～
12:00

メディカルフォーラム in 仙台ー東日本大震
災時の医療活動の実践と今後の展望（実行委
員会）

13:30～
15:30

東日本大震災からの復興の現状と取組ー「新
しい東北」の創造（復興庁）

16:30～
18:30

激甚化する巨大自然災害にどう立ち向かうか
―命を守り、社会経済活動の壊滅的被害を回
避するために（国土交通省、日本土木学会、水
と災害ハイレベル・パネル）

3/16
㈪

10:00～
13:00

国土強
きょう

靭
じん

化ー私たちは次の世代に何を残すべ
きか（内閣官房国土強靭化推進室）

15:00～
18:00

持続可能な開発のための教育を通じた防災・
減災の展開ーより良い子どもたちの未来に向
けて（文部科学省、日本ユネスコ国内委員会、
宮城教育大学）

3/17
㈫

10:00～
12:00

天災は忘れたころにやってくる―日本の防災
文化と知見を世界へ　防災国際協力（独立行
政法人国際協力機構（JICA））

14:30～
18:00

巨大災害発生時における災害廃棄物対策―事
前の備えと官民連携による迅速な復旧（仙台
市災害廃棄物等処理フォーラム実行委員会）

3/18
㈬

14:30～
17:00

復興と防災を支える市民のちから（実行委員
会）

地
底
の
森
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
募
集

　
館
内
の
展
示
解
説
、
イ
ベ
ン
ト
や

講
座
の
補
助
の
ほ
か
、
近
隣
の
発
掘

調
査
見
学
会
等
で
地
域
の
歴
史
を
学

ぶ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

◦
登
録
期
間‖

4
月
～
平
成
28
年
３

月
（
更
新
可
）　
◦
対
象‖
18
歳
以

上
で
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
養
成

講
座
（
４
月
11
日
㈯
か
ら
毎
週
土
曜

日
開
催
。
全
７
回
）
に
参
加
で
き
る

方
15
人
〔
選
考
〕　
申
往
復
は
が
き
、

フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
E
メ
ー
ル
に
申
込

時
の
必
要
事
項
と
志
望
動
機
を
記
入

し
て
３
月
26
日
（
必
着
）
ま
で
に
地

底
の
森
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
〒
982│

0012

太
白
区
長
町
南
４│

３│

１
☎
246
・

９
１
５
３
、
℻
246
・
９
１
５
８
、
E

メ
ー
ルt-forest@

coral.ocn.ne.
jp

）
平
成
27
年
度
仙
台
大
志
高
等
学

校
科
目
履
修
生
（
聴
講
生
）
募

集◦
開
講
予
定
科
目‖

化
学
基
礎
、
生

物
基
礎
、
美
術
Ⅰ
、
音
楽
Ⅰ
、
書
道

Ⅰ
、
中
国
語
基
礎
、
中
国
語
会
話
、

韓
国
語
基
礎
、
韓
国
語
会
話
、
簿
記

◦
対
象‖

平
成
27
年
４
月
１
日
現
在

15
歳
以
上
で
、
他
の
高
校
に
在
籍
し

て
お
ら
ず
、
講
座
の
開
設
時
期
（
半

年
ま
た
は
１
年
）
を
通
し
て
受
講
で

き
る
方　
◦
定
員‖

各
科
目
若
干
名

〔
先
着
〕　
◦
受
講
料‖

１
単
位
に

つ
き
１
7
5
0
円
（
教
科
書
・
教
材

費
等
は
実
費
）　
◦
募
集
期
間‖

３

月
23
日
～
26
日
午
前
９
時
～
午
後
４

時
（
必
着
）　
申
仙
台
大
志
高
等
学

校
で
配
布
（
平
日
午
前
９
時
～
午
後

４
時
）
す
る
募
集
要
項
の
申
込
書

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.se

ndai-c.ed.jp/~taishi/

か
ら
も
取

り
出
せ
ま
す
。
郵
送
希
望
の
方
は
返

信
用
封
筒
〔
長
形
３
号
の
封
筒
に
宛

先
を
記
入
し
、
82
円
切
手
を
貼
付
〕

を
入
れ
た
外
封
筒
に
朱
書
き
で
「
科

目
履
修
生
申
込
書
郵
送
希
望
」
と
記

入
し
て
郵
送
）
で　
問
仙
台
大
志
高

等
学
校
（
〒
983│

0842
宮
城
野
区
五
輪

１│

４│
10
☎
257
・
0
9
8
6
）

せ
ん
だ
い
食
の
安
全
サ
ポ
ー
タ

ー
募
集

◦
活
動
期
間‖

４
月
中
旬
～
平
成
28

年
３
月　
◦
活
動
内
容‖
サ
ポ
ー
タ

ー
会
議
、
研
修
等
へ
の
参
加
、
市
が

作
成
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
や
市
の

食
品
安
全
の
施
策
へ
の
意
見
提
出
な

ど　
◦
対
象‖

市
内
に
お
住
ま
い
で

平
成
26
年
度
に
せ
ん
だ
い
食
の
安
全

サ
ポ
ー
タ
ー
の
委
嘱
を
受
け
て
い
な

い
方
40
人
程
度
〔
選
考
〕　
◦
謝
礼

あ
り　
◦
託
児
あ
り
（
２
歳
以
上
の

未
就
学
児
。
要
申
し
込
み
）　
申
任

意
の
様
式
に
申
込
時
の
必
要
事
項
と

応
募
動
機
（
400
字
以
内
）、
年
代
、

託
児
を
希
望
す
る
方
は
子
ど
も
の
年

齢
も
記
入
し
て
郵
送
で
２
月
13
日

（
必
着
）
ま
で
に
〒
980│

8671
生
活
衛

生
課
☎
214
・
８
２
０
５

●会場 ‖東北大学川内萩ホール　●参加された方には記
念品を差し上げます　申往復はがきに参加者全員（１枚
につき２人まで）の申込時の必要事項と討論会名、年代、
性別、職業を記入して２月20日（必着）までに〒980-86
71国連防災世界会議準備室「総合Ｆ係」。ホームページ
http://www.bosai-sendai.jp/からも申し込めます　
問国連防災世界会議準備室☎214･8098

討論会
◆マチノワサロン「みんなの防災協定」
●日時 ‖２月17日㈫18:00～20:00　●会場 ‖市民活動
サポートセンター　●内容 ‖市民主体の防災協定の事例
と、地域防災の取り組みについての紹介　●定員 ‖50
人〔先着〕　申２月６日9:00から電話で市民活動サポー
トセンター☎212･3010
◆「女性と防災」テーマ館主催シンポジウム
「女性と防災―仙台発　東日本大震災４年後の視座」

日時 内容

3/14
㈯

13:30
～

16:00

「トーク×トーク　女性たちのリーダーシップ」
多様なリーダーシップや災害に強いコミュニテイのあり
方を考えます

3/15
㈰

14:30
～

17:00

「あるってだいじ　災害時の男女共同参画センターの役割
とは」
センター間相互支援システムの検討成果を発表します

3/16
㈪

13:30
～

16:10

「災害に強い社会づくり　男女共同参画の視点を根づかせる」
各地の報告から防災・復興における多様性配慮の視点の普
及・定着に向けた取り組みを考えます

3/17
㈫

9:30
～

12:00

「復興に向けて動く　企業の女性たち」
地域の復興に大きく貢献してきた被災地企業の事例から
女性の活躍推進を考えます

13:00
～

16:00

「災害と女の子たち　ガールズ防災会議」
海外からの発言者も交えて見過ごされがちな女の子への
支援について発信します

●会場 ‖エル・パーク仙台　●定員 ‖各180人〔先着〕
●託児あり（１歳以上の未就学児。子ども１人1,000円。
要申し込み）　申２月６日9:00からファクス（申込時の
必要事項を記入）で（託児は２月28日までに）。ホームペ
ージhttp://www.sendai-l.jp/jbf/からも申し込めます

◆高齢者と防災―レジリエンス（回復力）の必要性
●日時 ‖３月15日㈰14:15～16:45　●会場 ‖シルバー
センター　●内容 ‖災害時の高齢者支援をテーマにした
基調講演のほか、事例発表、パネル討論など　●定員 ‖

100人〔先着〕　●講師 ‖東北大学大学院医工学研究科教
授・永富良一氏ほか　申２月６日9:00から電話またはフ
ァクス、Eメール（申込時の必要事項を記入）でシルバ
ーセンター☎215･3170、FAX215･4140、Ｅメールkou
ryu7@sendai-hw.or.jp

文化・芸術

◆仙台フィルハーモニー管弦楽団　国連防災世界会議仙
台開催記念演奏会「音楽の力による復興・そして未来へ」
●日時 ‖３月13日㈮19:00開演　●会場 ‖東京エレクト
ロンホール宮城　●内容 ‖被災地における復興コンサー
トなどの支援活動を、映像や音楽で振り返る演奏会　●
定員 ‖1,000人〔抽選〕　●指揮 ‖パスカル・ベロ　●バ
イオリン ‖西本幸弘　●曲目 ‖ドボルザーク「交響曲第
９番『新世界』より」ほか　●未就学児は入場できませ
ん　申往復はがきに参加者全員（１枚につき２人まで）
の申込時の必要事項と参加人数を記入して２月20日（必
着）までに仙台フィルハーモニー管弦楽団事務局「国連
防災コンサート」係（〒980-0012青葉区錦町1-3-9☎
225･3934）

◆パブリック・フォーラム朗読劇「語り継ぐ震災の記憶」
●日時 ‖３月14日㈯10:00～11:30　●会場 ‖せんだい
メディアテーク　●内容 ‖若林演劇研究会による、被災
された方の話を基にした朗読劇　●対象 ‖小学生以上
100人〔抽選〕　申往復はがきに参加者全員（１枚につき
２人まで）の申込時の必要事項を記入して２月21日（必
着）までに若林区中央市民センター（〒984-0827若林
区南小泉1-1-1☎282･1173）

その他

◆国連防災世界会議の図柄の宝くじが発売中
　第2334回関東・中部・東北自治宝くじに、第３回国連
防災世界会議をテーマとした図柄が掲載されています。
●発売期間 ‖２月10日㈫まで　●価格 ‖１枚100円　
●抽せん日 ‖２月13日㈮　問財政課☎214･8111

▲市内で発売された宝くじの収益金は、児童館の
整備や防災対策などに役立てられています

◆杜の都仙台おもてなしクリーンキャンペーン
　国連防災世界会議の開催に向けて、３月９日㈪～18日
㈬にポイ捨てごみを拾って、美しい「杜の都」でおもて
なしをしませんか。市では、道路などの公共の場所を清
掃していただける団体・個人に、地域清掃ごみ袋の配布
や清掃用具の貸し出しを行っています。
　また、３月９日㈪は青葉区中央・一番町周辺を一斉清
掃します。コースや時間等詳しくは、市ホームページを
ご覧いただくか、お問い合わせください。
問廃棄物管理課☎214･8250

　市内ではさまざまなイベントが開催されます。

問エル・パーク仙台☎268･8300、FAX268･8304

エル・パーク仙台では、このほかにも３月14日㈯～18
日㈬の期間中、さまざまなシンポジウムや展示等が行
われます。詳しくはお問い合わせいただくか、ホーム
ページhttp://www.sendai-l.jp/jbf/をご覧ください

◆書道d
デ

e英語―ウエルカムボードを作ろう
●日時 ‖２月21日㈯・28日㈯（全２回）9:30～11:30
●会場 ‖シルバーセンター　●内容 ‖国連防災世界会議
期間中にシルバーセンターに掲示する日英表記の看板の
作成　●対象 ‖書道に関心のあるおおむね60歳以上の
方５人、小・中学生と保護者５組〔いずれも先着〕　申
２月６日9:00から電話またはファクス、Eメール（申込時
の必要事項と年齢を記入）でシルバーセンター☎215･3
170、FAX215･4140、Eメールkouryu7@sendai-hw.o
r.jp
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主に金曜日
10:15～14:45
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介
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